
埼玉市民ジャーナリズム講座

第36回

■主催団体:埼玉市民ジャーナリズム講座実行委員会
   埼玉新聞サポーターズクラブ 日本機関紙協会埼玉県本部 NPO法人埼玉情報センター さきたま新聞

     先絡連■

　埼玉県には古くから独自の歴史と文化があります。この埼玉がより一層活性化、発展するため
に、地域に根ざした多様で「市民に開かれたメディア」の存在と活躍が不可欠です。今一度、多く
のみなさんと、ジャーナリズム、メディアリテラシー、地域文化の育成などの課題を、この『埼
玉・市民ジャーナリズム講座』の場を通じて共に考え、情報発信していきたいと考えています。こ
の企画は地元・地方紙「埼玉新聞」の紙面協力のもと2014年3月から取り組んでいます。
どなたでも参加できますので、お待ちしております。

埼玉・市民ジャーナリズム講座

2017年・第4期テーマ

安倍政権のメディア政策　
第一次から第二次までを概観する

フリーランス・ライター、「放送レポート」編集委員

メディアの今
～地域ジャーナリズムの将来～

日　時：2017年6月10日（土）14時～
ゲスト：臺宏士（だい ひろし）さん

会　場：「カフェギャラリー南風（みなかぜ）蔵の家」
さいたま市中央区本町西2-2-24　
048-764-8850　
JR埼京線与野本町徒歩7分
無料駐車場近隣にあり

会  費：500円
申&問：090-2173-2591
　　　（たけうち）

090-2173-2591(たけうち）　office@sai-tama.jp

埼玉県生まれ。1990年毎日新聞社入社。山形支局、
東京本社社会部、「開かれた新聞委員会」事務局な
ど。「メディア面」（木曜日朝刊掲載）を担当し、表現
の自由やプライバシー問題について取材。2014年
フリーに。著書に「検証アベノメディア　安倍政権
のマスコミ支配」「個人情報保護法の狙い」「危ない
住基ネット」。共著に「エロスと『わいせつ』のあい
だ 表現と規制の戦後攻防史」「秘密保護法は何を
ねらうか」「徹底検証 安倍政治」「沖縄密約をあばく
」「戦争の教室」「ルポ・東北の山と森　自然破壊の
現場から」「検証・大規模林道」など。


